
 

令和６年度  ２学期 学校経営方針  

                              西海市立大崎中学校 

 校 長  山口 淳 

 

 

１学期の授業・学校行事・部活動や学校評価アンケート・ハイパーQU、

各種学力・学習状況調査等の結果から見えてくる「子供の姿」や「保護者・

地域の思い」をしっかりと捉え、強みを伸ばし、課題を克服する教育活動

を推進することが、実りをつかむ２学期へとつながる。 

子供たち一人一人の持つ可能性を見出し、それを最大限に引き出してい

くことのできる学校でありたい。そのためには、「教師力」の向上なくして

「学校力」の向上はあり得ない。「人は人によりてのみ人となる。」、「教

育は人なり。」とあるように、教育の成否を決する鍵は我々教師が握って

いる。「共に創る力を磨く」教師が「共に創る力を磨く」生徒を育ててい

く。２学期も我々の思いを形とし、子供の自信と誇りを高めながら、教育

活動に一層邁進していきたい。 

着眼大局【物事全体を大きな視点から見て、大切なことを見抜くこと】

着手小局【小さなことからこつこつと実践すること】を常に意識し、全体

を眺め、大きな方向性を定めて、ゴールイメージを持つことを大切にする。

そこから具体的な取組を定め、細かなところにも心を配りながら実践して

いく。我々は、苦楽を共にする仲間である。皆で目的を意識し、進むべき方

向を確認しながら、互いに尊敬し合い、磨き合い、支え合える、連帯感のあ

るチーム大崎を目指しましょう。 

 

着眼大局 着手小局     

荀子 

 

子供の姿を捉え、実りをつかむ２学期を目指す 



1 

 

◇明るく活気に満ちた学校 

◇学力の向上を目指す学校

◇地域と共に歩む学校 

◇夢や志の実現のために 

高め合う生徒 

◇意欲を持ち、粘り強く、

学び合う生徒 

◇健やかでたくましい 

心身を磨き合う生徒 

自ら鍛える子 

◇生徒への愛情あふれる職員 

◇自らを高める職員   

◇心身ともに健康で人間性 

豊かな職員 

１ 教育方針 

日本国憲法･教育基本法並びに長崎県及び西海市の教育方針に則り、職員の和と秩序をもっ 

て経営の中心となし、常に教育者としての使命感に徹し、教職員としての識見と指導力を高め 

るとともに、家庭・地域社会との連携を密にし、徳・知・体の調和のとれた、たくましく人間性豊 

かな大崎中学校生徒の育成を目指し､活力ある学校の創造と望ましい校風の樹立を図る。  

２ 校訓 「夢 志 学」 

３ 学校教育目標  

   

 

 

 

 

 

   

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

４ 本年度の重点努力事項 

本校の教育活動を意図的、計画的、組織的に推進していくため、以下に示す重点努力事 

  項を設定する。この重点努力事項は日々の授業・学校行事等の全ての教育活動並びに家庭 

  や地域社会との連携等を通して具現化するものであり、各分掌において、具体的な手立て 

  を企画・立案する。 

学校スローガン

共に創る力を磨く！大崎 

～心力・学力・体力の向上を目指して～ 

 「共に創る力」：共に課題を解決し、学び、新たに創る力 

「心力」：自他を大切にし、思いやりと温もりのある心を高める力 

「学力」：目標を掲げ、主体的に学ぶことができる力 

「体力」：心身ともに最後まで粘り強くやり抜く力 

 

学校教育目標

自ら「求めて、学び、磨く」生徒の育成 
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１ 豊かな心力の向上を目指すために 

(1) 道徳の授業を中心とした、思いやりと温もりのある心の教育の充実 

 ①「考え、議論する道徳」の授業を行い、全職員で関わりを持つ。 

 ②ICT を効果的に活用し、研修を重ねながら授業改善を図る。 

１ 豊かな心力の向上      ４ 生徒理解に基づく適切な指導 

２ 確かな学力の向上      ５ 信頼される学校づくり 

３ 心身の保持増進と体力の向上 ６ 連帯感のあるチームづくり 

【課題と求められる取組】 

●道徳科の授業改善→校内研修で指導方法を共有する。 

 ・導入の工夫・分かりやすい中心的な発問、補助発問の設定・対話や議論する時間の設定・自分

事として捉えるために「自分の考えを書く」時間の設定・ICT の効果的な活用 

全国学習状況調査 

「道徳の授業では、自分の考えを深めたり、学級やグループで話し合ったりする活動に取り組んで

いますか」（63.4％[全国 49.8％]） 

●生徒会活動の自主活動の伸長→生徒自ら実践し、手応えを感じる活動を仕組む。 

「あいさつ」「笑顔」「校歌」が輝く集団づくり、清掃、バスマナー、敬語等 

学校評価 

・「係活動や生徒会活動によく取り組んでいる」（生 96.6%、教 85.7%） 

・「誰にでも気持ちの良いあいさつをしている」（生 82.8％、保 81.5%、教 57.1%） 

・「校歌を大きな声で歌っている」（生 74.7%、教 64.3%） 

・「学校や社会のルールやマナーを守って行動している」（生 94.3%、保 95.9%、教 85.7%） 

・「掃除によく取り組んでいる」（生 92%、教 78.6%） 

・「スリッパや靴並べができている」（生 78.2%、教 86%） 

●学校行事を通した学年・学級づくり→ゴールを目指した活動にする。 

各行事の成功に向けて、事前の目標、取組過程での課題解決、事後の達成度・振り返りを明確に

する。キャリア・パスポートの活用、一人一役や縦割り活動の工夫。 

学校評価 

・「行事や総合学習によく取り組んでいますか」（生 92%、教 100%） 

全国学習状況調査 

「あなたの学級では、学級生活をよりよくするために学級会で話し合い、互いの意見のよさを生か

して解決方法を決めている」（58.5%[全国 35.5%]） 

●進路指導の充実・キャリア教育の推進→「体験学習」「人との出会い」「キャリア・カウンセリ

ング（個別、グループ別の指導支援）の充実 

全国学習状況調査 

「将来の夢や目標を持っていますか」（19.5％[全国 36.1％]） 

「人の役に立つ人間になりたいと思いますか」（68.3％[全国 68.6％]） 

 

 

 



3 

 

 （２）人権教育の推進 

   ①人権学習、平和学習の充実を目指す。 

   ②「平和は日常から」をキーワードに、人権感覚の育成を図る。 

 (３)生徒の自主的活動の推進 

   ①生徒会活動及び人権・平和委員会活動の活性化を図る。 

   ②さわやかな挨拶を意識し、胸を張って校歌を歌う生徒の育成を図る。 

（４）進路指導の充実・キャリア教育の推進 

   〇多くの人との出会いを通じてキャリア教育を推進し、「自己肯定感」、「学ぶ意 

    義」、「働く意義」への自覚を高め、進路指導の充実を図る。 

（５）特別支援教育の充実 

   ①特別支援学級における学習指導の充実を図る。 

   ②通常学級に在籍する支援・配慮を要する生徒に対する支援体制の充実を図る。 

 

２ 確かな学力の向上を目指して 

【課題と求められる取組】 

●「分かる授業」「鍛える授業」「楽しい授業」→共通実践事項の徹底を図る。 

・学習規律の徹底・前時の授業内容の振り返り・導入の工夫・「めあて」と「まとめ」の明示 

・ペア・グループ活動での対話・基礎基本となるキーワードや大切なポイントの整理 

・「書く」時間の設定・言語活動の設定・ICT の効果的な活用 

学校評価 

「授業は分かりやすい」（生 88.5%） 

「教材研究や分かる授業づくりに努めている」（教 100%） 

「授業によく取り組んでいる」（生 90.8％、教 85.7%） 

「2 分前着席・1 分前黙想ができている」（生 90.8%、教 57.1%） 

全国学習状況調査 

「授業では、課題解決に向けて、自分で考え、自分から取り組む」（75.6%[全国 80.3%]） 

●定期テスト、実力テストの見直し→県や国が求める「思考力・判断力・表現力」問題を出題する。 

・過去の県や全国学力調査問題を利活用 

●高校との連携→特に数学科において、高校と連携し、授業改善や補充的な学習等の共有化を図る。 

●家庭学習の質・量の向上→日ごとに教科を決め、出題する。自己調整力を身に付けさせる。 

●学力向上に結びつく学習方法の丁寧な個別指導 

学校評価 

「家庭学習の習慣が身に付いている」（生 63.2%、保 60.8%、教 28.6%） 

全国学習状況調査 

「学習した内容について、分かった点やよく分からなかった点を見直し、次の学習につなげること

ができていますか」（73.2％[全国 77.9%]） 

「平日の家庭学習 1 時間以上」（70.8%[全国 64.3%]）「平日２時間以上」（26.9％[全国 31.7%]） 

「土日の家庭学習 2 時間以上」（41.5%[全国 36.2%]）「土日３時間以上」（9.8%[全国 15.5%]） 

●朝学習の効果的な活用→読書・新聞等・教科補充学習（AI ドリル等）、コンテストの練習・実施 

全国学習状況調査 

「新聞を読んでいますか（ほぼ毎日＋週に１~３）」（4.9%[全国 7.3％]） 
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●３年全国学力調査の結果 

全国学習状況調査 

「国語の授業で学習したことは、将来社会に出たときに役立つと思いますか」（97.6％[全国 90.6％]） 

「数学の勉強は大切だと思いますか」（97.6％[全国 87.2％]） 

 

    全国平均正答数              国語 全国平均 8.7 問/１５問 数学 全国平均 8.4 問/１６問 

全国平均を上回った生徒 国語 本校 21/40 人中 数学 本校 10/40 人中 

 
【出題された問題】 

・学習指導要領の理念・目標・内容等に基づく「今、求められる学力」を問題として出題。 

・教員による指導方法の改善や生徒の学習改善・学習意欲の向上等に役立てるという視点から、学習

指導上、特に重視される点や身に付けるべき力を具体的に示すメッセージとなる問題を出題。 

・過去の問題で見られた課題を踏まえた問題も出題。 

【今後の活用方法】 

・本調査を分析することにより、どのような授業を行えば良いかという「今、求められる学力」の方

向性を知り、授業改善につなげることができる。 

・各設問の正答率や誤答の状況から課題の有無を把握し、本校における個々の生徒への教育指導や学

習状況の改善・充実等に役立てることができる。 

・質問紙調査では、本校としての取組や生徒の学習状況を客観的に数値として把握でき、それを学校

運営や授業改善等に生かせる。また、学校評価と併せて分析していく。 

 

国語 58【平均正答数 8.6 問】（市 54 県 56 全国 58.1） 
◇課題 「話すこと・聞くこと」「読むこと」の分野・語彙力を強化する 

 

◇具体的に身に付ける力 

漢字を文脈に即して書く 資料を用いて、自分の考えを分かりやすく伝えるように話す 

他者の発言と結び付けて、自分の考えをまとめる 話の展開を捉え、条件に合わせて書く 

 

 

数学 36【平均正答数 5.8 問]（市 44 県 49 全国 52.5） 
◇課題 「数と式」「図形」「関数」領域における基礎・基本の定着 

     データの「読み取り」「表現する力」を強化する 

 

◇具体的に身に付ける力 

数学の用語の意味を正しく理解する 問題解決の方法を数学的に説明する 

データの傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて説明する 

正負の数、式の計算、文章題、確率、一次関数、合同、図形の証明 → 補充学習の確保 
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●２年県学力調査の結果 

２年県学力調査  

国語 52.7（市 59.9 県 62.1） 
◇「読むこと」「書くこと」の分野・語彙力を強化する 

 

◇具体的に身に付ける力 

漢字を文脈に即して書く 話しの内容を捉え、共通点や相違点を踏まえ、自分の考えを書く 

語句の意味を捉える 二つの文章を比較し、共通点を捉える 

与えられた情報を読み取る 根拠を明確にしながら、自分の考えが伝わる文章を書く 

 

数学 50.9（市 54.9 県 57.4） 
◇課題 「基礎となる数学の用語・用法」・資料やデータの正確な「読み取り」や「表現する

力」を強化する 

 

◇具体的に身に付ける力 

数学の用語の意味を正しく理解する データの分布の傾向を読み取り、批判的に考察し判断する 

数量の関係を文字を用いた式に表す 与えられた情報を読み取る 

比例や反比例を式に表す 数学的に解釈し、数学的に説明する 

 

●３年学力調査（英語）の結果 

３年県学力調査  

英語 35.1（市 35.9 県 41.4） 
◇課題 「聞くこと」「読むこと」「書くこと」の分野・語彙力を強化する 

 

◇具体的に身に付ける力 

必要な情報を正確に聞き取る 説明文をイラスト、図表や写真を参考にし、読み取る 

短い説明文の概要を読み取る 自分に関する基本的な情報を語句や文で書く 

文脈から正しい単語を選択する 与えられたテーマについて、自分の考えを書く 
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全国学習状況調査は、生徒の生活面及び学習面に関する６９問の質問調査である。全

国平均と本校の結果を比較し、顕著な項目を取り上げ、「良い傾向」、「今後改善す

べき課題」について、以下示している。 

良い傾向〇 課題▲ 

学校の授業時間以外に普段１時間以上、ICT 機器を勉強のために

使っている 

〇（１時間以上２割、３０分から１時間

未満５割） 

平日２時間以上、テレビゲーム（スマホ、SNS 等も含む）をして

いる 

〇（2 時間以上 4 割、30 分から 1 時間

4 割） 

平日２時間以上、スマホや SNS 等で動画を視聴している 〇（２時間以上４割、１時間以下４割） 

いじめはどんな理由があっても、いけないことだと思う 〇（全国平均に比べ大幅に高い） 

自分と違う意見について考えることは楽しい 〇（全国平均に比べ大幅に高い） 

友人関係に満足している 〇（全国平均に比べ大幅に高い） 

普段の生活の中で、幸せな気持ちになる 〇（全国平均に比べ大幅に高い） 

地域や社会をよくするために何かしたいと思う 〇（全国平均より約２ポイント高い） 

学級の生徒との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めた

り、新たな考え方に気付いたりすることができる 

〇（全国平均に比べ大幅に高い） 

授業や学校生活では、友達や周りの人の考えを大切にして、お互

いに協力しながら課題の解決に取り組んでいる 

〇（全国平均に比べ大幅に高い） 

学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を

見直し、次の学習につなげることができる 

▲（全国平均に比べ約４ポイント低い） 

平日２時間以上勉強する ▲（２時間以上３割、１時間以下６割） 

休日３時間以上勉強する ▲（３時間以上１割、１時間～２時間６

割） 

放課後や週末に家でテレビを見たり、ゲームをしたり、SNS を

利用して過ごす 

▲（友達と遊ぶ項目を選択した生徒は少

ない） 

朝食を毎日食べている ▲（毎日は７割） 

毎日、同じくらいの時刻に寝ている ▲（毎日は３割） 

毎日、同じくらいの時刻に起きている ▲（毎日は５割） 

スマホ・パソコンの使い方について、家の人との約束したことを

守っている 

▲（きちんと守っている４割） 

将来の夢や目標を持っている ▲（持っている２割） 
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（１)「できた」「分かった」の笑顔あふれる授業の構築 

やさしく【シンプルな発問・説明・指示】、深く【基礎・基本の定着から応用「思考

力・判断力・表現力の育成」へ】、生徒が自ら学びに向かう【自ら学ぶ意欲や主体的に

学習に取り組む態度の育成】授業を仕組む。   

（２）各種学力調査の検証と分析 

   〇全国学力・学習状況調査をはじめ各種学力調査の問題は、今、求められる学力と捉え、

その育成に向けて努力する。また、学力調査の結果から、課題をとおし、どのような手

立てが有効・必要なのかを検証し、「学力向上アクションプラン」を改善・確立し、徹

底して指導し、確かな学力の育成を図る。 

(３)校内研究・研修の充実 

   ①対話する場面を仕組み、生徒がいきいきと語る力・自分の考えや思いを書ける力を育む。     

②全ての教科等を通して、「共通実践事項」の徹底。 

③基礎・基本の定着から応用へつなぐ「確認テスト」の実施 ※AI ドリル等 

・理由を示しながら自分の考えを「書くこと」、与えられたテーマについて「まとまりの

ある文章を書くこと」、資料やデータについて「相手に分かりやすく説明する力」を鍛え

る効果的な取組について全職員で共有し合う。 

(４) 読書活動の充実 

①「読書の時間」で意図ある指導を行い、自ら読書に親しむ姿勢と読書力を育てる。 

    読書推進のための取組（環境整備・競い合い等）を行う。 

②学年相応の読む力（読解力）を育むために、個に応じた図書の選び方と読み方の指導をす 

る。学校図書館司書との連携を密に図る。 

  ③朝の読書タイムの内容に工夫を凝らし、新聞の活用を図る。 

   新聞の活用を通して、語彙力をはじめ読解力の向上につなげる。単元によっては、授業

の中で記事を取り上げ、生徒に関心を持たせる。 

(５)家庭学習の充実・習慣化 

  ①家庭学習(宿題・自主学習等）の時間を確保させ、丁寧な学習を行う習慣を身に付けさせ

る。AI ドリルを効果的に活用する。 

  ②各教科で時間や内容のバランスをとり、e ライブラリでの配信を行う。 

   ③基礎・基本の定着を図る課題や自主学習に取り組ませるよう指導する。 
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３ 心身の保持増進と体力の向上を目指して 

（１）自他の命を大切にする、他人を思いやる心を育てる指導の徹底 

〇全職員が常に危機管理意識を持ち、特にけが・病気等については未然に防止する指導と

計画的、継続的に安全教育を推進する。 

（２）保健教育・食育の推進 

①衛生的習慣（手洗い・うがい・歯磨き等）の定着を図り、保健意識を高める保健教育を推

進する。 

②生徒の健全な食生活の実現と豊かな人間形成を図るため、魅力ある食育推進活動を行う。 

（３）教育環境が整備された気持ちの良い学校 

①美しい教室、美しい職員室。そこに生活する者の心が現れる環境をつくり出す。 

②掲示教育・放送教育の充実 

③美化指導・清掃指導と整理整頓の徹底 

④校舎内外の施設・設備等の充実 

（４）部活動の充実と活性化 

   〇「人間性等の涵養」を目指し、心身ともにたくましい生徒や情操豊かな生徒を育む。 

 

【課題と求められる取組】 

●「基本的生活習慣の確立」→ メディアルールを含め、保健教育、食育指導のさらなる強化を。 

●体育・部活動等のスポーツ活動を通して、心と身体の体力向上 

 集団規律、駅伝練習、マラソン大会等の活性化 

●教室環境整備→安心で安全に配慮された環境をつくる。 

 美しい教室、廊下環境の整備、ロッカーの整理・整頓、掲示物の点検  

整った職員室づくり【率先垂範】 

学校評価 

「情報端末やインターネット利用のルールを守っている」（生 85%、保 68.1%、教 43%） 

「衛生管理に努め、健康に関する教育を行っている」（生 96.5%、保 98%、教 85.7%） 

「食に関する教育活動を行っている」（生 95.4％、保 96.9%、教 100%） 

「体育・スポーツ活動を通して、健康の保持と体力の向上が図られている」 

（生 88.5%％、保 95.9%、教 100%） 

「早寝・早起き・朝ごはん（基本的生活習慣）が身に付いている」（生 74.7%、保 78.3%、 

教 64.2%） 

全国学習状況調査 

「朝食を毎日食べていますか」（75.6%[全国 79.1%]） 

「毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか」（26.8％[全国 34.9%] 

「毎日、同じくらいの時刻に起きていますか」（53.7％[全国 55.3%] 

「携帯・スマホ・PC の使い方について、家の人と約束したことを守っていますか」 

（65.9%[全国 72.2%] 

「放課後や週末に家でテレビを見たり、ゲームをしたり、SNS を利用して過ごすことが多い」 

（92.7%[全国 88.6%]） 
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４ 生徒理解に基づく適切な指導を目指して 

（１）生徒指導の充実を図り、心身ともに心豊かでたくましい生徒の育成 

①基本的な生活習慣や社会的規範を身に付けさせる。 

・小さな乱れを正す指導の励行と職員間の連携 

・問題行動を防ぐための取組：「情報モラル教育」等の充実 

②生徒会活動と連携し、明るい挨拶、校歌の元気な歌声、マナー等を推進する。 

③「不登校」や「いじめ」を生まない集団づくりに努める。 

・一人一人の生徒への声掛けや目配りと小さな変化を見逃さない感性を磨く。 

（２）学年・学級経営の充実 

①生徒相互、生徒と教師の好ましい人間関係づくりに努める。 

②学校行事や学級活動を通じて、助け合い、支え合う学級（学校）づくりに努める。 

③基本的生活習慣と集団生活の基本行動の定着を図る。 

④リーダーを育成し、自主的な活動を活発にする。 

⑤学校の一員としての存在感や責任の自覚を高める。 

（３）全職員での共通理解（些細なことでも「見抜く・見落とさない・見届ける眼力をもつ。」） 

〇報告・連絡・相談を密に確実に行い、組織的に指導にあたる。 

 C4th「いいとこみつけ」を活用し、「気づき」を入力し、データ化する。 

教育相談、通知表、指導要録、学級通信等に活用していく。 

【課題と求められる取組】 

●QU テスト「学級生活不満足群」等に属する生徒の存在を子供からの SOS と捉え、全職員あ

らゆる場面で取組を実施。 

●不登校・不登校傾向生徒に対する働きかけの継続と強化 

学校から家庭へ働きかけを継続・強化し、現状を動かしていく。学校と家庭の役割を明確化、担

任を支える体制づくりと関係機関等との連携・情報共有、学力の保障に向けた取組を推進 

●いじめ、登校渋りの早期発見と早期対応 

子供の変化を早期に共有・迅速な対応（定期的な悩み調査・教育相談）、気になる生徒の欠席３

日目家庭訪問 

●C4th「いいとこみつけ」の活用 

一日一回（一人）の入力を目標とし、閲覧を心掛ける。所属学年の生徒のみにこだわらない。 

学校評価 

「学校は明るく楽しい雰囲気である」（生 96.6%、保 96.9％、教 100%） 

「学校は生徒の悩みや相談に親身に対応している」（生 88.5%、保 93.8%、教 100%） 

「学校は厳しさと温かさのある指導に努力している」（生 94.3%、保 93.8%、教 100%） 

「家庭では学校のことや将来のことを話し合ったり、自分の悩みを相談したりしている」 

（生 77%、保 85.6%） 

全国学習状況調査 

「困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にいつでも相談できますか」 

（26.8％[全国 28.7%]） 

「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか」（92.7%[全国 77.5%]） 
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５ 信頼される学校づくり 

(1)保護者・地域との連携強化、信頼関係の構築 

①学校だより、学級だより、ホームページの内容を充実し、保護者・地域等への積極的な 

情報発信を図る。 

②保護者の意向や家庭の状況を理解し受け止めながら、共通理解の上に立った適切な対応 

ができる体制を確立・保持する。一人で対応しない。安易に返答・了解をしない。管理職

に報告相談する。 

（２）保護者への親身な対応 

   我が子だったらどう感じるか、保護者の身になって考え、親身な対応をする。生徒の成 

長した姿や頑張りを積極的に伝え、保護者の学校への信頼を高める。 

   

   

 

 

６ 連帯感のあるチームづくり 

保護者・地域の方とのコミュニケーションを大切にする。３K【敬意・謙虚・感謝】 

を意識する。 

 

【課題と求められる取組】 

●以下の３点について、PDCA サイクルを図っていく。 

「校務分掌は責任体制が明確で適切に機能しているか」 

「校務の縮減・効率化等、業務の改善を推進しているか」 

「自ら担当する業務を計画的かつ他の職員と連携し遂行しているか」 

●指導記録簿等の活用→TO DO リスト・先を見通した業務内容の明記と業務効率化の推進 

 

●C4th の運用について 

・出勤後、空き時間や退校前に必ず開く。「文書連絡」、「個人連絡」で送信された提出文

書を確認する。 

 

・「予定表」への年休等、出張、来校者の入力を確実に行う。 

 

 

【課題と求められる取組】 

●保護者との信頼関係づくり→子供への指導や対応後は、機会を逃さず、保護者へ現況や様

子を伝える。また、保護者には、今後の対策（道筋）を一方的ではなく一緒に考え立てる。

「どうしたいか」、「どうしてほしいか」、「何が必要か」を尋ね、寄り添う姿勢を示す。

保護者への連絡前は、管理職、学年主任に報告相談し、一人で対応しないこと。 

学校評価 

「学校は保護者からの悩みや相談に親身に対応している」（保 98%、教 100%） 

「学校の教育方針が理解できる」（生 88.6%、保 96.9%%、教 100%） 

「学校は各種通信・電話等で学校や生徒の様子等を保護者に知らせている」（保 97.9%、

教 100%） 
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（１）同僚性の醸成 

服務規律推進委員会を定期的に実施し、不祥事に対する教職員の意識を高め、同僚性を 

醸成する。 

  (2) 働き方改革の推進 

安全衛生推進委員会を定期的に開き、ボトムアップでの働き方改革を図る。職場環境アン

ケートの実施 

 (3)仲間と連帯感を持てる職場づくり 

教師にとって、「こんな仲間と働けて良かった」と互いに尊敬し合えるチームを目指す。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

残業時間削減だけに注力するのではなく、必要なことへの時間の選択と集中を目指

す学校でありたい。連帯感のあるチームとして、節度・目配り・気配りを大切にし、

「人を育てる」使命感とやりがいのある職場風土を醸成していく。「タイムマネジ

メントスキル」を磨き、業務の効率化、仕事（教育）の質向上につなげていく。 
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５ 大崎地区中高一貫教育の全体像 

 
 

① 基本理念・目的 
 
      豊かな自然に恵まれた環境の中で、生徒一人一人の個性や可能性の伸長を図り、

確かな学力の定着を目指すとともに、ふるさと大島・崎戸を愛し誇りを持つこと
ができる人間を育成する。 

 
 

② 基本方策と育てたい生徒像 
 

・規律ある学習習慣のもとに強い意識をもって学び、基礎的・基本的な知識・
技能とそれを活用できる能力を身につけ、社会の変化に対応して主体的に生き
ていくことができる生徒 
 
 
・体験学習等を通して、地域の伝統文化にふれ、働くことの意義を理解し、自
立した社会人・職業人として、郷土への愛情と誇りをもって地域の発展に貢献
できる生徒 
 
 
・規範意識や公正な判断力、思いやりの心や豊かな感性をもち、責任感や自立
の精神にあふれ、進んで社会を担って生きていくことができる生徒 

 
 

③ 中学・高校連携の柱 
 

【確かな学力の育成】 

学力向上部会 

【郷土愛・勤労観の育成】 

総合学習・探究部会 

【健全な心身の育成】 

特別活動部会 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

６年間を見通した一貫教育

のきめ細かな指導による基

礎学力の向上 

乗り入れ授業、T・T、公開  

授業による指導力の向上 

各種検定の実施（漢検等） 

進路に応じた柔軟な教育課

程の編成 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

総合的な学習・探求の時間  

で大崎地区についての理

解と研究 

発達段階に応じた職業観、

勤労観の育成 

有効で機能的な職業体験

学習の実施 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

校則やマナーについての

共通指導 

特別支援教育 

部活動交流による集団行

動及び基礎技術の向上 

学校行事や地域行事での

活動交流 

・ 

・ 

・ 

・ 

相互授業参観の充実 

基礎学力の向上 

各種検定の実施（漢検等） 

乗り入れ授業、T・T 

・ 

・ 

・ 

学校行事における連携 

キャリア教育 

進路シンポジウム 

・ 

・ 

・ 

校則やマナーの共通指導 

生徒会交流 

部活動の連携 

 
 

 

 


